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１.現状の連絡手段における課題

現状の電話連絡現状の電話連絡 メール一斉連絡網メール一斉連絡網 残された課題残された課題

◆ 連絡に時間がかかる
（伝言形式の弊害）

◆ 情報の正確性が問題
（伝言形式の弊害）

◆ 連絡先情報の管理が困難
（管理者責任での収集限界）

◆ 手間や負担が大きい
（張り付き人件費コスト大）

◆ スピードアップ
（一斉連絡により解決）

◆ 正確性
（テキスト送付で解決）

◆ 受信者からの登録
（空メール登録で解決）

◆ 安価な導入コスト
（学校にサーバ設置で解決）

◆ メールを利用していない
人に対して別途連絡が必要

◆ 電波状況等の問題で、
メールが伝わらない時がある

（多メディア対応で解決）

◆ 悪意を持った人も登録で
きてしまう
（受信対象者を特定）

◆ 故障対応やウィルス対策
などの新たなネットワーク管理
コストが発生する

（集中管理で解決）

肝心なときに連絡が正確に伝わらないのでは、緊急連絡としての役割を果たしません。

その問題の解決策として、常に複数のメディア（メール・電話・ＦＡＸ）に一斉伝達できる仕組みが
望ましいのです。 多メディアに対応するための、電話・ＦＡＸ回線の確保・人的な配置等を考え
ても行政及び学校が単独で用意することは難しい現状です。
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２.多メディア（メール・電話（音声）・ＦＡＸ）にこだわった理由

子どもを思う 親の気持ちで考え抜いた結果です。

多メディアに対する一斉連絡の

仕組みが今こそ必要です。

子どもに関する情報だからこそ、

正確・迅速・公平に全ての人に！

正しい情報、的確な指示を全員に伝える手段

として、今の連絡体制で安心ですか？

誰も排除することなく、伝えるべき人達に

伝えるべき事を簡単に伝えられる。

安心して気軽に利用できる安定したサービス。

子どもは、かけがえの無い宝物。

伝えられない人をつくらないために。

多メディアに対する一斉連絡の

仕組みが今こそ必要です。

子どもに関する情報だからこそ、

正確・迅速・公平に全ての人に！

正しい情報、的確な指示を全員に伝える手段

として、今の連絡体制で安心ですか？

誰も排除することなく、伝えるべき人達に

伝えるべき事を簡単に伝えられる。

安心して気軽に利用できる安定したサービス。

子どもは、かけがえの無い宝物。

伝えられない人をつくらないために。
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３.FairCast-子ども安全連絡網 とは

「正確な情報を関係者へ迅速かつ公平に伝達する」ことで、子どもたちの安全と保
護者の安心をサポートする 多メディアに対する一斉連絡サービスです。

● ３大特長

◆ メール・電話（音声）・FAXへの一斉（追いかけ）連絡が可能

◆ タイムリーな送達状況確認が可能

◆ 個人情報のセキュリティー対策が万全

◆ メール・電話（音声）・FAXへの一斉（追いかけ）連絡が可能

◆ タイムリーな送達状況確認が可能

◆ 個人情報のセキュリティー対策が万全

・ 公立小学校での実証実験を通じて得た運用ノウハウ

・ 通信料込みのリーズナブルな利用料金（家庭単位の課金）

・ 緊急時だけでなく、ＰＴＡなどの日常的な連絡網としても利用可能

・ 機器購入・専用パソコンなど一切不要。インターネット環境があればすぐにサービス開始

● その他の特長



4Copyright(C)2007 NTT DATA Corporation

４.サービス概要

◆お申込み～利用開始

（１）ＩＤ番号票配布
（各家庭１枚）

（２）ご自身による登録

（４）サービスによる
情報受取り開始

●登録の流れ ●サービスの流れ

（３）テスト配信の際、
送達確認方法を確認
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５.送ることのできる情報種別

●情報連絡の種別

通
常
連
絡
（
１
ポ
イ
ン
ト
消
費
）

通
常
連
絡
（
１
ポ
イ
ン
ト
消
費
）

■一定時間までに、受信対象者全員に
周知が必要な情報

□各家庭の中で、主に連絡を受け取る必
要のある方の宛先だけに連絡

例） 携帯メール（ママが確認＆パパはCC）
（メールの場合は２箇所、電話・ＦＡＸは１箇所）

■一定時間までに、受信対象者全員に
周知が必要な情報

□各家庭の中で、主に連絡を受け取る必
要のある方の宛先だけに連絡

例） 携帯メール（ママが確認＆パパはCC）
（メールの場合は２箇所、電話・ＦＡＸは１箇所）

連絡内容によって、情報種別を<通常> と <緊急連絡（追いかけ連絡）> に
区分けして、連絡の届け方・届け先を指定することが可能です。

緊
急
連
絡
（
３
ポ
イ
ン
ト
消
費
）

緊
急
連
絡
（
３
ポ
イ
ン
ト
消
費
）

■一刻も早く、受信対象者全員に周知が
必要な情報

□第１、第２、第３連絡先に１５分間隔で
追いかけ連絡

例） 第１連絡先 携帯メール（ママが確認＆パパはＣＣ）
第２連絡先 携帯メール（パパが確認＆ママはＣＣ）
第３連絡先 固定電話（祖父母宅）

※各家庭ごとに緊急時の連絡の受け取り方法について
よくご相談の上、ご登録ください

■一刻も早く、受信対象者全員に周知が
必要な情報

□第１、第２、第３連絡先に１５分間隔で
追いかけ連絡

例） 第１連絡先 携帯メール（ママが確認＆パパはＣＣ）
第２連絡先 携帯メール（パパが確認＆ママはＣＣ）
第３連絡先 固定電話（祖父母宅）

※各家庭ごとに緊急時の連絡の受け取り方法について
よくご相談の上、ご登録ください
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６.ＦａｉｒCastが大切にしているもの

多メディアに対する一斉連絡の

仕組みが、今こそ必要です。

子どもに関する情報だからこそ、

正確・迅速・公平に全ての人に！

誰も排除することなく、伝えるべき人達に

伝えるべき事を簡単に伝えられる。

安心して気軽に利用できる安定したサービス。

伝えられない人をつくらないために。

多メディアに対する一斉連絡の

仕組みが、今こそ必要です。

子どもに関する情報だからこそ、

正確・迅速・公平に全ての人に！

誰も排除することなく、伝えるべき人達に

伝えるべき事を簡単に伝えられる。

安心して気軽に利用できる安定したサービス。

伝えられない人をつくらないために。

ユーザビリティーに

徹底的にこだわりました。

ご利用いただく皆様にとって使いやすい

仕組みでなければ！

難しいと使えない。使わない。使いたくない。

簡単に、より簡単に、使いやすさを

追求したらこうなりました。

ユーザビリティーに

徹底的にこだわりました。

ご利用いただく皆様にとって使いやすい

仕組みでなければ！

難しいと使えない。使わない。使いたくない。

簡単に、より簡単に、使いやすさを

追求したらこうなりました。

正確・迅速・公平に伝えられる安心・安全な仕組みを、安定してお届けしたい。

情報通信サービス会社であるＮＴＴデータから、新しい連絡網サービスをご提案します。
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1８回程度／年度

■・・・テスト配信 送達確認方法をキチンと習得するために必ず実施して下さい。

■・・・定期的な連絡 発信側、受信側が普段からなれておくことが大切

■・・・学校行事に関する連絡 社会見学・遠足・運動会・修学旅行・給食終了などの連絡

■・・・下校時刻変更のお知らせ 台風・インフルエンザなどによる学級閉鎖などの下校時刻変更

回数／月

・以下に示す表が、実証実験を通じて得た、学校生活における通常の利用シーンです。

・この中には、学級閉鎖や学年だけのお知らせも含まれています。

・通常連絡を頻繁に発信すると、『大事なお知らせかどうかわからなくなる』といった保護者の声が出てきました。

（参考）通常、年に何回くらい利用するものでしょうか？

目 的
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（参考）通常連絡の利用シーン

通
常

通
常

主連絡先メディアに一斉連絡

普段の学校運営に役立つ情報

・台風や学級閉鎖による下校時刻変更
・学校行事の開催有無
・ＰＴＡ役員会開催周知
・廃品回収実施のお知らせ
・訃報連絡 など

主連絡先メディアに一斉連絡

普段の学校運営に役立つ情報

・台風や学級閉鎖による下校時刻変更
・学校行事の開催有無
・ＰＴＡ役員会開催周知
・廃品回収実施のお知らせ
・訃報連絡 など
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（参考）緊急連絡の利用シーン

緊
急
連
絡

緊
急
連
絡

登録優先順に追いかけ連絡。

緊急突発的な事件・事故を全員に
お知らせします。

例）
・子どもたちの生命にかかわる危険情報
・学区内で刃物を持った不審者が逃走中

・初動対応が必要な緊急連絡 など

登録優先順に追いかけ連絡。

緊急突発的な事件・事故を全員に
お知らせします。

例）
・子どもたちの生命にかかわる危険情報
・学区内で刃物を持った不審者が逃走中

・初動対応が必要な緊急連絡 など
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